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【会員・読者からの便り】 

 

さま（東京都 ） 
会費、納入が滞り申し訳ありません 
（とんでもありません。ご納入に深く感謝いたします。 事務局） 
 

さま（東京都） 
処暑も過ぎ、秋が待ちどうしい頃となりました。日頃のご活躍いつもうれしく思っておりま

す。私も出来ることを毎日、積み重ねております。日本に基地がある限り 犯罪はなくなり

ませんね 今、又、安倍政権のもと 非常に危険な動きがはっきりしています。お身体を大

切にしながら反撃していきましょう。 
 

さま（ ） 
７年前に会員は脱退したのですが、草の根運動は、今後もカンパを続けていきたいと思って

います。 
 

さま（ ） 
ポツダム宣言の言葉、改めてかみしめました。 
 

さま（ ） 
年会費がいくらかもわからなかったし、いつまではらってあるか、いつから未納になってい

るかがわからず、払い込みしようがなかった。 
（ほんとうに、すみませんでした。  事務局） 
 

 さま（ ） 
重要な局面を迎えております。すみません少なくて。頑張って下さい。 
（少ないなんて、とんでもありません。みなさんの、このお支えが運動を続ける力になって

います。  事務局） 
 

さま（沖縄） 
残暑お見舞い申し上げます、このところ台湾往来がつづいています。 
 

さま（ ） 
全ての内容を何度も何度も読まさせて頂ました。日米地位協定入門をせひ購読して読みたい

と思いました。地位協定には、重い重圧がやはり有りますね。努力しましょう。知恵を絞り

ましょう。沖縄県民には苦渋の道を歩む事になるであろう、と言ったのは、米軍が優位でそ

してノーと言えない日本人って事なんでしょうか。根深い問題です。草の根ニュース、非常

に為になりました。私も、皆様と共に、頑張って行きます。入会します。カンパ５００円、

と２５００円、３０００円、振替用紙にて、振替用紙にて、郵便局から送らせ頂きます。 
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■編集後記 ・日本沖縄に基地をおいている米国政府米軍の要求によって、また、日本国内

のタカ派と呼ばれる属国・国粋主義勢力によって、戦後未曽有の危険な二つの法案が、今国

会に提出されています。オスプレイを使った日米合同軍事演習が全国各地で繰り広げられ始

めました。今ほど、憲法九条実質消滅と日本永久属国化の危険が高まった時期はありません。

これから年末にかけての国会情勢はとても重要です。署名、集会、抗議などで地元議員に働

きかけましょう。あらゆる手段で一人でも多くの友人知人へ危険を知らせましょう。 

・山崎さんの妻が米兵によって惨殺され所持品を奪われた横須賀事件の裁判に関して、草の

根運動は、最高裁へ提出する「米兵による横須賀の女性強盗殺人事件についての要請書」署

名をみなさまに要請して来ましたが、最高裁は、要求を却下しました。闘いは新しい段階に

入っています。詳細は、追って、草の根ニュースに掲載したいと思います。 

・人間の尊厳にかかわる、祖国日本の民族主権の問題である日本沖縄の基地をなくす闘いを、

主権回復の闘いとして、提起する活動を強めたいと思います。多くの国民にとって、68年間、

「主権」という考えは、米国米軍に「預けて」意識にさえ上らずに来ました。憲法 9条と前文を

持つ祖国日本から、米軍が世界で行ってきた戦争を、日本人は自分たちの民族主権を侵害される

行為と見ないで他人事としてきました。自衛隊が、海外に出兵して殺害をしなかったことは確か

に、事実です。しかし、戦後 68 年間世界で一番危険な戦争をし続けてきた米軍が日本の基地な

しで戦争を行うことはできなかったのです。その意味で、日本は戦後戦争をし続けてきた国です。

米軍駐留に無関心であることは、頭の中が「米国の奴隷状態」になっているという事です。（Ｈ） 

 

 

 

 

 

本（注、平山基生著『米軍違憲』のこと）の購読もしたいと思います。 
 

さま（ ） 
本年６月に賛同会費を納めさせていただきましたので、カンパとして５千円を納入させて

いただきます。（ありがとうございます。沖縄を含む祖国日本の主権人権自治権回復のために大切に大切に

使わせて頂きます。事務局） 
 

さま（ ） 
いつもごくろうさまです。米軍の属国のようになっている日本の政府に怒りがおさまりませ

ん。但し会となれば会費、会員、カンパと判別しては～。（事務局から― 会費とカンパは、会計

上区別して扱っています。会員の方の会費で基本的には支えられています。同時に、カンパを頂かなければ、

会を維持することも困難ですし、発展させるためにぜひ周りの方からもカンパを頂くご活動も、可能なら、お

願いしたいと思います。お支えに深謝） 
 

さま（ ） 
秋の気配を虫の声で感じる頃となりました。いつもご活躍ありがとうございます。私も大田

でできることをせいいっぱいやっております。２１日～２２日、福島南相馬へ。被災地ツア

ーで参加し見てまいりました。本当に日本はお金の使い方をまちがえていますね、軍事には、

お金はかけなくていい！！ 生きる人々にお金をかけてほしいと願っています。行動を… 
 




